
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

３学期スタートの日は、吹雪いてとても寒い日でした。 
しかし、小山田小の子どもたちは、元気に「あけまして

おめでとうございます」や「おはようございます」とあい
さつしながら登校してきました。 

 
いよいよ３学期。最も短い学期ですので、あっという間

に過ぎ去ってしまうことが予想されます。一日一日を大切
にして、充実した学校生活にしていきたいと思います。 
３学期始業式では、次のことをお話しました。 

〇 大きなケガや事故の報告がなく、うれしかったこと。
何よりも大切なのは「一人一人の命」なので、これからも「自分の命」を大切にしてほ
しいこと。 

〇 今年の干支のうさぎのように跳んで、「飛躍する」年にしてほしいこと。 
 
 また、３学期に頑張ってほしいこととして、四つのお願いをしました。 
〇「元気なあいさつと返事」を続け、みんなが気持ちよく生活できる小山田小にしてほし
いこと。 
〇 友達を大切にしてほしいこと。自分がしてもらってうれしいことを、友達や周りの人
にして、友達も自分も気持ちよく生活してほしいこと。 

〇「ありがとう」の気持ちをもってほしいこと。小山田小のリーダーとして活躍してきた
６年生が３月に卒業するので、６年生に「ありがとう」の気持ちをもってほしいこと。
また、一緒に学習し、一緒にがんばってきた同じ学年・学級の友達にも「ありがとう」
の気持ちをもってほしいこと。 

〇 健康で元気に生活してほしいこと。コロナやインフルエンザ、風邪などで体調を崩し
て休む日が一日でも少なくなるように、「早寝・早起き・朝ごはん」を実行してほしい
こと。 

 
３学期が充実した毎日になるように、子どもたちとともに頑張ってまいります。３学期

も、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 

 第３学期始業式の中で、１年１組のＮ.Ｔさ

んが、「三学きのわたしのめあて」を発表しま
した。大きな声でしっかりと発表でき、とて

も立派でしたので、紹介いたします。 
 

「三学きのわたしのめあて」 

一ねん一くみ Ｎ.Ｔ 
 あけましておめでとうございます。 

 三学きがはじまりました。三学きも、みんなでなかよく、げん気にせいかつしたいとお
もいます。 

 わたしは、三学きに、できなかったことややりたかったことができるように、なんでも
チャレンジしていきたいです。 

 そのために、せんせいのおはなしをよくきいて、むずかしくてもがんばりたいです。で
きるようになったら、うれしいからです。 

 二つめは、ろう下をはしらないで、あんぜんにせいかつしたいです。 
 三つめは、おともだちとなかよくあそびたいです。わたしは、やすみじかんがとてもた

のしみです。さむさにまけずに、おともだちとなかよく、いっぱいあそびたいです。 
 三学きも、じぶんのめあてをまもって、げん気にせいかつしていきたいとおもいます。
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文責 校長 佐久間 誠 「元気なあいさつと返事」 


